
ＲＩＮＴ－ＲＡＰＩＤによる結晶方位 

ＲＡＰＩＤによる極点図測定 

２ＤＰにより極点図作成 

Ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

ＯＤＦ解析により再計算極点図作成 

結晶方位の定量 



RINTRAPID RAPIDXRDの測定 



RAPID XRDの起動 



連続測定 

オプション測定－連続測定 



測定実行で開始される 



面内方向０－＞３６０度を５度ステップで７３イメージデータが測定される。 



２ＤＰで７３イメージデータを読み込、極点処理を行う。 



Ａｌ－｛１１１｝極点図のＣｒｅａｔｅ 



等間隔の極点図を作成 



Ａｓｃファイルを作成 



｛１１１｝ ｛２００｝ 

｛２２０｝ 
｛３１１｝ 

同様に他の極点図を作成 



Ｄｅｆｃｏｕｓ補正（光学系による強度補正のためのデータ測定） 

  Ａｌ－ｒａｎｄｏｍ試料測定から極点図を作成する。 



Ａｌ－ｒａｎｄｏｍの極点図 

｛１１１｝ 
｛２００｝ 

｛２２０｝ 
｛３１１｝ 



補正率を０．６に制限すると使えるα角度は０－＞赤角度以下の範囲 

Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線からデータ処理に使えるデータを制限する 

Ｄｅｆｃｏｕｓ補正用ファイルはＤｅｆｏｃｕｓｍａｋｅＴＡＢＬＥソフトウエアで作成 

測定データには大きな補正が必要、大きな補正はエラーの拡大から制限を加える 



         正極点処理（ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒソフトウエア） 

２DP処理極点図からゼロデータを削除した 

Ascファイルを指定 

Rd:5度補正とｽﾑｰｼﾞﾝｸﾞ３で処理 

Ｄｅｆｃｏｕｓ補正曲線指定 

強度の規格化 

変換スタート 

Ｄｅｆｃｏｕｓ曲線の補正率制限出来るが今回は使用しない 



Ｄｅｆｃｏｕｓ補正完了の極点図 

２ＤＰは測定されてない領域もファイル作成される。 

PFZeroDataCutソフトウエアでファイル変更する。 

 

 

 

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒソフトウエアで各種処理を行う 

PFtoODFソフトウエア用ファイル 

正極点表示用ファイル 

が作成される。 

正極点表示用ファイルで表示 



      ＯＤＦファイルにファイル変換（ＰＦｔｏＯＤＦ２ソフトウエア） 

作成する極点図の範囲を角度で指定して
制限する。 

ＴｅｘＴｏｏｌｓやＬａｂｏＴｅｘで処理出来るテキストファイ
ルを作成。 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦはα範囲が同じで、極点図の中心
データが必要。 

よって、ドーナツデータの場合、一度ＴｅｘToolsや 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析し、再計算極点図を計算し 

この再計算極点図をＳｔａｎｄａｒｄODFの入力データ
とすれば良い事になる。 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 





ＬａｂｏＴｅｘで解析 





Quantitative Analysis-ModelFunctionMethod 結果 


